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第１回アジア・太平洋水サミットの結果について（概要） 

 

平成 19 年 12 月 6 日 

水資源計画課 

 

１．12 月 3 日～4 日、大分県別府市にて、第 1 回アジア・太平洋水サミ

ットが開催された。 

2 日間にわたり、「水の安全保障：リーダーシップと責任」という全

体テーマのもと、「水のインフラと人材育成」「水関連災害管理」「発

展と生態系のための水」の 3 つの優先テーマを中心に、計 10 のセッシ

ョンが開催され、熱心な議論が行われた。 

 

２．この水サミットは、水の問題をテーマとして、首脳級が議論する初

めての国際会議で、主催者は、アジア・太平洋水フォーラム（NPO。会

長は森喜朗元総理）／第 1 回アジア・太平洋水サミット運営委員会。 

 

３．アジア・太平洋地域の 36 の国・地域（我が国を含む）が参加し、福

田総理大臣を含む 10 の国・地域より首脳級が、約 20 ヶ国より閣僚級

が、またユネスコやアジア開発銀行などの関係国際機関代表、国連「水

と衛生に関する諮問委員会」議長のオランダ国皇太子殿下も参加し、

全体規模で約 300 人の参加があった。 

このサミットには、日本政府側も開催に当たって必要な支援を行った。 

 

４．12 月 3 日の開会式では、本年 11 月 1 日に国連「水と衛生に関する

諮問委員会」名誉総裁にご就任された皇太子殿下もご出席され、お言

葉を述べられた他記念講演を行われた。 

また、福田総理大臣が日本政府を代表して歓迎の挨拶を行い、この

水サミットでの活発な議論が、来年の北海道洞爺湖サミットにきわめ

て大きな力と知恵を与えてくれるものと期待している旨述べた。 

 

５．国土交通省からは、 

冬柴鐵三国土交通大臣が 4 日にパネリストとして議論に参加すると

ともに、閉会式で日本政府代表としての挨拶を行った。 
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山本順三国土交通大臣政務官が、両日に出席し、基調講演及び挨拶

を行った。 

 

６．12 月 4 日の閉会式では、2 日間に渡る議論をとりまとめた「議長総

括」とともに、この地域の水問題の解決に向けて各国政府の努力を促

す「別府からのメッセージ」（別紙）が発表された。 

「別府からのメッセージ」では、水サミット参加者が、水の問題の

重要性を改めて確認した上で、アジア・太平洋地域各国政府への提言

として、 

・水と衛生をアジア・太平洋地域の各国の経済・開発、政治課題に

おける最優先課題とし支援を拡充すること 

・北海道洞爺湖サミットに向けての具体的な目標として、 

－国連ミレニアム開発目標の１つの水と衛生に関する目標を達成

できるよう支援を行うこと 

－途上国による気候変動への適応を支援するため直ちに行動を起

こすことを設定すること 

などについて共通の見解に達した旨が記された。 

 

７．「2008 年国際衛生年」のアジア・太平洋地域での発足式がこの水サ

ミットで行われたこと、気候変動のリスクを軽減するための「適応策」

について本格的に首脳間で議論されたこと、「水」に関して厳しい状

況にあるアジア・太平洋地域において（注）、首脳級が集まって水問

題の解決が最優先の課題であるとの共通の認識を再確認したことなど、

本サミットの意義は大きい。 

 
（注）安全な飲料水、衛生施設にアクセスできない人口（約 7 億）が世界の中で最も多い地域。世

界の水災害（洪水、暴風雨等）の死者の 80%以上が集中。 

 

（了） 

 










